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当社取締役会の実効性に関する評価結果について 

当社は、コーポレートガバナンス・コード補充原則 4－11－3「取締役会全体の実効性

についての分析・評価」を踏まえて、平成 29 年 5 月末現在の取締役を対象に当社取締

役会の実効性に関する評価を実施いたしましたのでお知らせいたします。 

 なお、当社取締役会の実効性評価の方法および結果の概要は別紙のとおりです。 

以上 
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平成 29年 9月 19日
株式会社ハニーズホールディングス 

当社取締役会の実効性に関する評価について 

１．評価方法について 

 「取締役会の実効性に関するアンケート用紙」を、社長を除く取締役会メンバーに

配布し回答を得、回答結果に基づき取締役会において分析および自己評価を行いまし

た。 

 （評価項目） 

① 取締役会の役割・責務 

企業価値向上の基礎となる経営理念策定、経営戦略の検討・実行・検証等に

関与、次期後継者の選出、育成計画に関与 

② 取締役会と経営幹部の関係 

経営幹部の選任・解任に関する情報の提供、リスク管理・コンプライアンス

体制の検証、業務執行状況の報告・監督 

③ 取締役会等の機関設計・構成 

機関設計の有効性を確認、社外取締役等の役割の理解、任意の委員会の設

置・運用の確認 

④ 取締役の資質と知見 

知識・能力・経験を有した多様な人材、社外取締役の独立性・多様性の確

保、トレーニング機会の提供    

⑤ 取締役会における審議 

議案の絞り込み・資料の分かり易さ、情報提供と支援体制、社外取締役の知

見の活用 

⑥ 株主との関係・対話 

株主の権利確保・株主対応の重要性を理解、適時開示の重要性を認識・イン

サイダー情報の管理、株主との建設的な対話の重要性を理解 

⑦ 株主以外のステークホルダーへの対応 

経営理念・経営ビジョンと社会貢献・環境保全がリンク、従業員の多様性確

保 

２．評価結果について 

アンケート(注)の結果、③取締役会等の機関設計・構成、④取締役の資質と知

見、⑤取締役会における審議、⑥株主との関係・対話の 4項目が総合的に高い評

価となりました。 
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一方で、①取締役会の役割・責務（次期後継者の選出、育成計画に関与）、②

取締役会と経営幹部の関係（経営幹部の選任・解任に関する情報の提供）、③

のうち任意の委員会の設置・運用の確認、⑦株主以外のステークホルダーへの

対応（従業員の多様性確保など）の 4項目について、改善の余地があるという

結果となりました。 

（注）アンケートの結果については次頁をご参照ください。 

３．評価結果を踏まえた取組み 

 取締役会としては、すべての項目について最上位の評価を目指してまいりますが、

今期は、下記の 4項目について特に力を入れて取り組みます。 

（１） 取締役は、原則として執行役員の中から選出することになっています。執行役

員や役員候補者に厚みを持たせるため、各部における次世代を担う経営幹部の

育成に取組みます。 

（２） 経営幹部の選解任は、定款第 27 条により業務執行取締役に委任されています

が、経営幹部の選解任に際しては、選解任に至った経緯や理由などを取締役会

に報告いたします。 

（３） 必要に応じ任意の委員会やプロジェクトを立ち上げる場合は、委員会等設置の

目的、およびその後の取組み内容や進捗について、適宜、取締役会に報告いた

します。 

（４） 当社は、マスの顧客を対象とする小売業であり、多様な人材の確保もまた、重

要な経営課題の一つであると認識しています。採用においては、当社の経営理

念の実現に資する様々な能力や価値観を有する人材を広く求めてまいります。 
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取締役会評価に関するアンケート集計の結果 

（平成 29年 8月 実施） 

①取締役会の役割・責務 

②取締役会と 

経営幹部の関係 

⑦株主以外の 

ステークホルダーへの 

対応 

⑥株主との 

関係・対話 

③取締役会等の 

機関設計・構成 

⑤取締役会における 

審議 

④取締役の資質と 

知見 


